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1. X1, · · · , Xn をパラメータ λ のポアソン分布からのランダム標本とする．こ
のとき，λの有効推定量が存在するか．存在する場合は，それを求めよ．また，
X1, · · · , Xn を成功確率 p のベルヌーイ分布からのランダム標本とするとき，p
の有効推定量についても，存在する場合には，それを求めよ．

2. X1, · · · , Xn を一様分布 U(0, θ) からのランダム標本とする．パラメータ
θ の推定量として，標本平均 X̄ を用いた不偏推定量と，標本最大値 Y =
max(X1, · · · , Xn) を用いた不偏推定量を提案せよ．また，それぞれの推定量
の分散を求め，両者の優劣を比較せよ．

3. X1, · · · , Xn をパラメータ 1/λ の指数分布からのランダム標本とする．パラ
メータ λ の推定量として，標本平均 X̄ を用いた不偏推定量と，標本最小値
Z = min(X1, · · · , Xn) を用いた不偏推定量を提案せよ．また，それぞれの推定
量の分散を求め，両者の優劣を比較せよ．

4. 確率変数 X と Y の同時密度関数が次のように与えられている．

f(x, y) = 8xy (0 ≤ x ≤ 1, 0 ≤ y ≤ x)

このとき，X に基づく Y の最良予測量と最良線形予測量を求めよ．

5. ベイズ解とミニマックス解の定義を与えよ．

6. ネイマン＝ピアソンの定理の内容を述べよ．










